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MCって何？

MCとは、

“・・・・・救急現場から医療機関へ搬
送されるまでの間において、救急救
命士が医行為を実施する場合、当該
医行為を医師が指示または指導・助
言及び検証してそれらの医行為の質
を保証することを意味する。”

「病院前救護体制のあり方に関する報告書」（厚生省；平成１２年）



MCって何？
• “プレホスピタル・ケアにおけるメディカルコン

トロールとは、医学的観点から救急救命士を
含む救急隊員が行う応急処置等の質を保証
することを指す”

• 都道府県単位のMC協議会と、中核医療機関
が担当するMCに関する調整機能を持つ地域
の協議会の設置

「救急業務高度化推進委員会」報告書（消防庁；平成１３年）



MCって何？

“・・・救急救命士制度導入以降、救急救命士が行
う医行為の質的レベルを保証する制度的枠組み
は明確にされないまま・・・”

「病院前救護体制のあり方に関する報告書」

制度的枠組みは救急救命士制度の導入
と同時に明確にされるべきであった。

この枠組みがMC



日本救急医学会とMC

• 日本救急医学会では平成１３年７月に「MC体
制検討委員会」を立ち上げた。

• 委員会活動は、

①MCに関するテキストの作成

②秋田市の救急救命士による気管挿管事案の

調査（４学会合同調査報告書；平成１４年２月）

③救急隊員に対する外傷教育研修プログラムの

検討とJPTECの立ち上げ
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ＭＣ協議会ごとの年間救急搬送件数
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(横田：厚労科研; 2006)



地域ＭＣごとのＣＰＡと
ＶＦ／ＶＴの１ヶ月生存率

CPA VF/VT

最 高 23.0% 100%

最 低 0% 0%

中央値 3.2% 14.6%

(横田：厚労科研; 2006)



全国MC協議会連絡会
開催年月日、開催地

1. 平成１９年度第１回 平成１９年５月１８日、神戸
2. 平成１９年度第２回 平成１９年９月１４日、東京
3. 平成１９年度第３回 平成２０年１月２５日、静岡
4. 平成２０年度第１回 平成２０年６月６日、東京
5. 平成２０年度第２回 平成２１年１月３０日、熊本
6. 平成２１年度第１回 平成２１年１１月２７日、金沢
7. 平成２２年度第１回 平成２２年６月２日、東京
8. 平成２２年度第２回 平成２３年２月４日、松山
9. 平成２３年度第１回 平成２４年２月３日、浜松
10. 平成２４年度第１回 平成２５年１月２５日、岡山
11. 平成２５年度第１回 平成２６年１月３１日、北九州
12. 平成２６年度第１回 平成２６年５月３０日、宇都宮
13. 平成２６年度第２回 平成２７年１月３０日、相模原



全国MC協議会連絡会のプログラム

• MCに関わる大きな課題をテーマとするシンポ

優れたまたはユニークな取組のMCから発表

• 時々のホットニュースについての講演

• 全国MC協議会の実態調査の報告

• 厚労省、消防庁からの情報提供

• 意見交換

地域MC協議会の質の向上、地域間差

の是正



（平成１９年第５月）
Ⅰ. 地域MC協議会の区分について

（平成１９年９月）
Ⅰ. ＭＣ協議会に係る現状の課題について
（１）財政的な支援の状況について
（２）ＭＣに係る人的資源と効果的な役割分担
（３）ウツタイン統計等の救急データの地域における活用に

ついて
Ⅱ. ＭＣ協議会の新たな役割と可能性
（１）現場トリアージの試行に係るＭＣ協議会の役割
（２）名古屋等の誤挿管事例におけるＭＣ協議会の役割

（平成２０年１月）
Ⅰ. MC協議会の地域をまたがる場合のMC体制について
Ⅱ. MC協議会等の法的位置づけについて

全国MC協議会連絡会のメインテーマ
（その１）



全国MC協議会連絡会のメインテーマ
（その２）

（平成２０年６月）
Ⅰ. 救急救命士の再教育について
Ⅱ. ＭＣ協議会を活用した救急医療体制の構築

（平成２１年１月）
Ⅰ. メディカルコントロール体制充実のための取り組み
Ⅱ. 円滑な搬送を確保するための消防と医療の連携

（平成２１年第１１月）
Ⅰ. 病院前救護の向上とメディカルコントロール協議会
Ⅱ. 救急搬送体制におけるメディカルコントロール協議会の役割

（平成２２年６月）
Ⅰ. 搬送・受入れに関する実施基準の策定と救急相談事業に

ついて
Ⅱ. ＡＥＤの適正管理・使用について
Ⅲ. エピペン投与とMCとの関わり



全国MC協議会連絡会のメインテーマ
（その３）

（平成２３年２月）
Ⅰ. 傷病者の搬送及び受入れに関する実施基準策定・協議会設置の現状

と課題
Ⅱ. 救急救命処置・活動について
Ⅲ. 新ガイドラインを踏まえた消防機関の対応について

（平成２４年２月）
Ⅰ. 東日本大震災におけるＭＣ体制について
Ⅱ. 改正消防法に基づく搬送と受入れの実施基準策定後の検証体制

（平成２５年１月）
Ⅰ. メディカルコントロール協議会の実態調査
Ⅱ. 地域におけるメディカルコントロール体制



全国MC協議会連絡会のメインテーマ
（その４）

（平成２６年１月）
Ⅰ. 平成25年度メディカルコントロール体制の実態調査の概要
Ⅱ. メディカルコントロール体制の充実に係る各組織の取組
Ⅲ. 救急救命処置等に係る情報共有
（1）救急蘇生統計等の分析によって発表された医学論文の評価
(2) 救急救命士の処置範囲拡大に係る動向

（平成２６年５月）
Ⅰ. 救急業務に携わる消防職員の教育とＭＣ医師の果たすべき役割

（平成２７年１月）

Ⅰ. 平成２６年度MC体制の実態調査の概要

Ⅱ. （１）全国MC協議会連絡会発足の経緯とその後の取組

（２）地域包括ケア時代のMC協議会のあり方

Ⅲ. 地域に根ざした救急隊員教育のベストプラクティス



（日本救急医学会監修；病院前救護におけるメディカルコントロール）


